
 
 

 
令和６年度 川崎駅周辺帰宅困難者対策訓練 実施計画（案） 

 
１ 目的 

大地震発生時の川崎駅周辺における帰宅困難者による混乱の抑制のために、駅職員等による駅滞留

者対応訓練及び一時滞在施設の開設訓練を実施するもの。 

本年度は、感染症対策のため訓練参加者を限定するとともに、夜間を想定した情報受伝達訓練に併せ

て、駅滞留者対応図上訓練及び一時滞在施設開設訓練を実施する。 

なお、本訓練実施を踏まえ、夜間及び営業時間外における一時滞在施設の対応状況の把握及び情報連

絡体制の強化につなげていく。 

 

２ 訓練実施日 

  令和７年２月頃を予定 

 

３ 訓練参加機関等（敬称略） 
（１）交通機関 

ア JR 川崎駅 
イ 京急川崎駅 

（２）施設（一時滞在施設マップ順） 
ア 川崎地下街アゼリア 
イ 川崎日航ホテル 
ウ ホテルメッツ川崎 
エ ミューザ川崎 
オ ラゾーナ川崎プラザ 
カ 川崎商工会議所（川崎フロンティアビル） 
キ 川崎市産業振興会館 
ク 川崎市教育文化会館 
ケ 幸市民館・図書館 
コ 京急川崎駅前ビル 
サ カルッツかわさき 
シ 川崎競輪場 
ス スペルノーヴァカワサキ 

（３）川崎市 
川崎区役所、幸区役所、危機管理本部 
 

４ その他（訓練内容等） 
  コロナ禍前のような実働訓練を想定しています。訓練計画にあっては、現在作成中のため、日程及び

内容調整について、後日連絡させていただきます。 

資料４ 


